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[ボラグ 2003 : 43]と述べる O これらの霊魂は、頭、血、骨に宿ると見ている O 血は、体全体に
存在するので、霊魂は人間の体中すみずみに存在すると理解しても良い。モンゴル留の場合、
「人に母から得る血と肉に宿る魂、父から得る骨の魂、そして意識、あるいは命の魂があるj
[オ・プルブ 2006 : 139-140]という O


















































病者は通遼市のホルチン左翼後旗チョロト i可TU村在住の1941年生まれの女性である o 2005年
















るO いわば危険な存在である D 横死など不自然な死を遂げた者をモンゴjレ語で、[ドjレゴン・ウ
フデル(途中死、早死)Jと言い、その霊を、「ゾールトJ、あるいは、「ゾー jレテイ・イン・ス
ゥンス」という O モンゴル語で、[ゾールトJという認は、「不十分、途中、間もないJなどの




















せないようにする O もし、霊魂が本当に投致されて、帰ってこないと、患者は死んでしまう O
この場合は天寿を全うした自然死ではない。不自然な死は撮れた存在である。柏原孝久、演田

















唆する O ホルチン地方には、 f蒙古地誌jが記録した霊魂続と酷似した霊魂観があり、この種の
霊魂を取り戻す治療は、主にブォや患者の母親や祖母が行う O
ホルチン地方で、人が寝ているときに、霊魂、すなわち、ゴル・スゥンス(中心たる霊魂)
が体を抜け出て、 i立をさまようとよく言われる O 寝ている幼児、特に乳幼児を部屋から移動さ




チ 2005 : 278Jからである。
ホルチン地方では、霊魂の姿は、持ち主と!司じ顔を持ち、同じ衣服を着ているが、一般人の
自に見えない。体を持たない、気体のようなものであると考えられている O その姿をトランス
























































































価値が認められると考えている D 次に、現実の社会問題と考えているブォの説を見てみよう D
イテゲル・ブォ (1929年生、男性)は、次のように諮る O 仁患者に悪霊が懸いていなくても悪霊
に懸かれたと説明して治療を行って治癒させることもある O ブォの中にこのような説明の仕方
を取る人が少なくない。わしの治療を求めて訪ねてくる患者の半分は心の問題を抱える人たち
である O 精神的苦悩が原因で、残りは、悪霊に取りつかれた患者である O このように精神的に
問題を抱える患者にサイグ(呪薬)を服用させて治療する O 白い布に押印し、燃やして灰を、
①!日暦の5月5日の蓬、②榔の葉、③干生菱、④大根、⑤砂糖をドゥジン・オス(初水)9で煎じ、



















































いう O 現在、ニルハスがなくなったのは、電気のおかげだと語る O 電気は5つのチャヒルガン








ができる O また、不幸にあわせることができる O しかし、ブォによって、その本質を見抜く人
がいれば、見抜けない人もいる O 見抜けなかった場合、それを死霊として扱い、説明すること





































































































































ガホ(グルムを出す)J と言う o rグjレムとは、チベット語であり、仏教において、悪霊、災害
-74-
を除去するため読経する習俗であるJ[ボ・ソド 2001 : 236]。この悪霊に肉体をのっとられた人
は、もう人間ではないと認識される O この治療には、患者の体を占拠した悪霊を追い払って放
置せず、悪霊が再び入に取り j愚かないよう、抑えておく O 一一般のブォには出来ないが、力が強
いブォには出来る O
{ポソ@ポンを鎮めた事例1]
治療者ブォ 時間 クライアント 症状
治療者 包月季の師匠ナンデンーブォの師匠であ 振る舞い
る杏花(1961-2001、女性)、付き添い.ナンデン・ 2001年 70代の女性 に異変が
ブォ、包月季ブ、オ (1968年生、女性) が生じた。




























































広げた長さ)なら、 7本の柏の木で作った釘を、 9アルタなら、 9本の釘を紐に刺して、犬と罵の
頭蓋骨に結び、 3個のゆで卵を3本の道路の交差点に置く O また、 7つの泉の水 (7つの井戸の水で
もよい)を頭蓋骨のそばに置く o i頭蓋骨となった馬がi鳴く H寺、頭蓋骨となった犬が吠える時、
ゆで卵から雛が出てくる時に出て来てくださいJと悪霊に言い開かせる O 出てこないでほしい
ということである O オボー1に動物の頭蓋骨を含めた骨を捧げる習慣があるが、悪霊を鎮めるた












貴族の墓ではないかと思い、 2入の仲間を u手び、盗掘を行った。 I~f.l け'て見たところ、亡骸のIîNの
あたりにホレ・バダ(黍の煎り米)を散らし、上から花柄の碗を被せてあった。 3人の若者が碗
を取って帰る途中、 3人とも変な言葉をしゃべりだした。「ホレ・バダに芽が出たら、出してくれ
ると言って、わしをここに騎して連れてきた」と O さらに明朝 (1368-1644)の時代のことを話
























仕事をこなしている o r雷を落とすjと、悪霊は完全に消滅する O
この事例は、孫を可愛がって体に態依した例だが、では、なぜ苦しめるのか。この事例に登
場する霊は、天折者、異常死者であり、ホルチン地方の霊魂観において、悪霊になりやすい存
在である O それが人に?~くと悪霊になると考えられる O 異常死者の霊が親族に態依して愛情を






























人もいる O 転生の概念がホルチン地方で存在する。 3つある霊魂の1つは、墓を守り、 iつは、 i止
を訪佳い、もう iつは、転生すると言われる O ブォたちは、霊魂が3つあるという点では考えが
一致する O ホjレチン地方で、霊魂をさらに、部IJ分化されている o rウフッセン・スゥンスJで死
霊を、「アミド・スゥンスjで生霊を指す O アミド・スゥンスをさらに、「アミン・スゥンス
(命の霊魂)J、「ゴル・スゥンス(人間の真の自我、本質の霊魂)Jと分類する。上述したように、










ることがある O また、交通事故、事業の失敗など不幸を与えることがある O また、水と地に宿
る自然界の悪霊が存在している O この種の悪霊が何らかの形で、人や家畜に災し 1を与えること























①間限定で抑え鎮める o 3、5、10年と様々である O
④永遠に抑え鎮めておく O




















病気治療も行う O 世襲型伝承が圧倒的であるが、非世襲型もみられる O ラシ・ホンダンによれ
ば、かつて、ホンダンの地位は他のブォーより高かったという O










雄大なまた高い山地の草と水とに富める場所を選ぶJ[パンザロフ 1971 : 25]0 
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